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稲
門
建
築
会
は
、
早
稲
田
大
学
建
築
学
科
予
科
が
開
設
さ
れ
た

１
９
０
９
年
（
明
治
42
年
）
に
創
立
さ
れ
、
１
１
０
年
を
超
え
る
歴
史

を
持
ち
ま
す
。

　

早
稲
田
建
築
の
卒
業
者
数
は
多
く
、
建
築
分
野
の
み
な
ら
ず
、
多
様

な
分
野
に
進
出
し
て
い
ま
す
。
建
築
分
野
に
限
っ
て
も
、
設
計
、
施
工
、

メ
ー
カ
ー
、
事
業
者
、
官
公
庁
、
教
育
、
研
究
な
ど
様
々
な
立
場
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。
国
内
だ
け
で
は
な
く
世
界
に
羽
ば
た
き
、
ま
た
海
外

か
ら
の
留
学
生
が
自
国
に
戻
っ
て
活
躍
さ
れ
て
も
い
ま
す
。
こ
の
積
み

重
ね
ら
れ
た
総
力
に
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。
他

大
学
で
は
見
ら
れ
な
い
潜
在
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
ち
、
ま
た
継
続

的
に
し
っ
か
り
と
し
た
活
動
を
行
な
っ
て
き
た
同
窓
会
組
織
は
国
内
で

は
稀
有
な
存
在
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
末
か
らC

O
V

ID
-19

に
見
舞
わ
れ
、
私
た
ち
の
社
会

全
体
が
試
さ
れ
て
い
ま
す
。
誰
に
も
明
確
な
答
は
な
く
、
そ
の
状
況
下

で
今
ま
で
抱
え
て
い
た
問
題
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
り
、
社
会
的
分
断

が
深
ま
っ
た
り
、
逆
に
新
し
い
価
値
観
の
芽
生
え
が
出
て
き
た
り
し
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
時
、
建
築
・
都
市
に
関
わ
る
私
た
ち
の
役
割
は

重
要
で
す
。
今
こ
そ
、
稲
門
建
築
会
か
ら
社
会
に
向
け
て
発
信
し
、
そ

の
潜
在
的
な
力
を
顕
在
化
し
て
い
く
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
早
稲
田
は
、
群

れ
を
成
す
の
を
嫌
う
気
風
が
あ
り
、
そ
れ
は
大
切
な
こ
と
だ
と
私
も
思

い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
多
様
性
と
い
う
こ
と
が
生
き
延
び
る
力
に
な
る

か
ら
で
す
。
相
手
の
価
値
観
を
理
解
し
、
そ
し
て
更
な
る
高
み
を
互
い

に
目
指
す
。
敢
え
て
早
稲
田
と
い
う
こ
と
を
語
ら
ず
と
も
、
結
果
的
に

早
稲
田
が
背
後
に
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

　

C
O

V
ID

-19

の
影
響
に
よ
り
昨
年
か
ら
活
動
の
あ
り
か
た
も
変
化

し
て
き
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
活
用
し
、
距

離
・
時
間
の
制
約
を
超
え
て
今
ま
で
以
上
に
地
方
都
市
や
海
外
に
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
々
と
も
フ
ラ
ッ
ト
に
コ
ン
タ
ク
ト
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
の
で
、
さ
ら
に
活
動
を
活
性
化
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
社
会
に
お
け
る
、
建
築
に
関
わ
る
職
能
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
上
げ

て
い
く
た
め
に
、
建
築
界
外
へ
の
働
き
か
け
も
重
要
か
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

じ
ん
わ
り
と
、
し
か
し
力
強
く
、
社
会
に
向
け
て
発
信
し
、
早
稲
田

建
築 W

ased
a A

rch
itectu

re

の
ブ
ラ
ン
ド
を
グ
ロ
ー
バ
ル
に
醸
成

し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

W
aseda Architecture, 

ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
へ

亀
井
忠
夫  

稲
門
建
築
会
会
長
、
日
建
設
計
代
表
取
締
役
会
長
（
苗
Ｓ
52
・
院
Ｓ
56
）

巻
頭
言
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〔巻頭言〕Waseda Architecture、ブランドの醸成へ  亀井忠夫

〔稲門の風 十五〕第24回稲門建築会特別功労賞発表／新任教員の紹介

〔報告〕安部良氏日本建築学会作品賞、　田辺新一教授日本建築学会会長、2021年度春の大会・通常総会ほか

〔特集〕アンコール遺跡の保存と意義 中川 武
2021年度職域幹事一覧／ 2020年度決算報告 ／ 2020年度会費＆維持費納入者ほか

2021年度 稲門建築会役員一覧／主な会務報告／訃報ほか
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報
告

稲
門
の
風　
十
五
回選

考
理
由
（
抜
粋
）

特
別
功
労
賞
（
業
績
）

星
野
和
弘
（
ほ
し
の
・
か
ず
ひ
ろ
／
苗
Ｓ
32
）　

ホ
シ
ノ
国
際
学
際
研
究
所 

所
長

１
９
５
７
年
に
電
電
公
社
に
入
社
。
海
外
業
務
で
の
辛
苦
の
経
験
か
ら
、
日
本
で

最
初
の
海
外
建
設
業
務
の
実
践
向
き
手
引
書
と
し
て
、
１
９
７
８
年
に
「
建
築
英

語
事
典
」
を
出
版
す
る
。
同
書
は
１
９
８
０
年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
国
際
出
版
コ
ン
ク
ー

ル
で
銀
賞
を
受
賞
。
１
９
８
８
年
の
「
和
英
建
築
用
語
表
現
辞
典
」
と
共
に
、
建

築
海
外
業
務
専
門
家
の
必
携
図
書
と
な
る
な
ど
、
多
数
の
著
書
・
講
演
を
通
し
て
、

海
外
で
活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。

特
別
功
労
賞
（
業
績
）

Som
pong C

hintaw
ongvanich 

（
ソ
ン
ポ
ン
・
チ
ン
タ
ウ
ォ
ン
ワ
ニ
ッ
チ
／

苗
Ｓ
48
）
株
式
会
社
タ
イ
大
林 

取
締
役
副
会
長

１
９
７
６
年
に
タ
イ
大
林
に
入
社
、２
０
０
３
年
に
社
長
。日
本
か
ら
の
技
術
移
転
、

情
報
技
術
活
用
を
推
進
し
、
同
社
を
タ
イ
の
官
民
・
国
際
資
本
を
主
な
顧
客
と
す

る
建
設
最
大
手
に
育
て
あ
げ
た
。
更
に
自
社
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

関
連
企
業
の
技
能
工
や
学
生
の
研
修
を
通
じ
て
タ
イ
の
建
築
界
の
幅
広
い
人
材
育

成
に
貢
献
し
、
ラ
ム
カ
ヘ
ン
大
学
か
ら
名
誉
学
位
を
授
与
さ
れ
る
等
、
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
。

特
別
功
労
賞
（
奨
励
）

本
橋 

仁
（
も
と
は
し
・
じ
ん
／
苗
Ｈ
21
・
院
Ｈ
23
・
博
Ｈ
26
）
京
都
国
立
近
代
美

術
館
特
定
研
究
員

学
科
助
手
と
し
て
在
籍
時
よ
り
、旧
本
庄
商
業
銀
行
煉
瓦
倉
庫
保
存
の
た
め
の
啓
蒙

活
動
か
ら
再
生
設
計
に
関
わ
る
事
業
を
遂
行
す
る
。
２
０
１
８
年
度U

N
E

S
C

O

ア
ジ
ア
太
平
洋
文
化
遺
産
保
全
功
績
賞
、
２
０
１
９
年
度
日
本
建
築
学
会
作
品
選

奨
を
受
賞
す
る
。
直
近
で
は
２
０
２
０
年
度
に
「
分
離
派
建
築
会
１
０
０
年 

建
築

は
芸
術
か
？
」
を
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
建
築
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

第
二
十
四
回
稲
門
建
築
会 

特
別
功
労
賞
発
表

宮
本
佳
明 

教
授

み
や
も
と
・
か
つ
ひ
ろ

１
９
６
１
年
兵
庫
県
に
生
ま
れ
／
１
９
８
４

年
東
京
大
学
工
学
部
建
築
学
科
卒
業
／

１
９
８
７
年
同
大
学
院
修
士
課
程
修
了
／

１
９
８
８
年
ア
ト
リ
エ
第
5
建
築
界
設
立
／

２
０
０
２
年
設
計
組
織
を
宮
本
佳
明
建
築
設

計
事
務
所
に
改
組
／
大
阪
芸
術
大
学
助
教
授
、

大
阪
市
立
大
学
大
学
院
教
授
な
ど
を
歴
任

　

２
０
２
１
年
4
月
か
ら
建
築
意
匠

論
研
究
室
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

場
所
に
対
す
る
人
々
の
記
憶
を
大
切

に
扱
い
な
が
ら
、
同
時
に
私
た
ち
を
取

り
巻
く
様
々
な
制
度
や
習
慣
に
対
し

て
柔
軟
に
再
解
釈
を
試
み
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
新
し
い
建
築
や
空
間
を
創
造

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
中 
進 
教
授

よ
し
な
か
・
す
す
む

　
１
９
７
０
年
生
ま
れ
／
１
９
９
３
年
早
稲
田

大
学
卒
業
／
１
９
９
５
年
東
京
大
学
大
学
院

新
任
教
員
の
紹
介

修
士
課
程
修
了
／
１
９
９
５
〜
２
０
０
４

年
鹿
島
建
設
株
式
会
社
／
２
０
０
５
〜

２
０
０
８
年
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
助

手
・
助
教
／
２
０
０
７
年
東
京
大
学
博
士（
工

学
）
／
２
０
０
８
〜
２
０
２
１
年
大
阪
市
立

大
学
特
任
講
師
・
准
教
授

　

２
０
２
１
年
4
月
よ
り
建
築
学

科
に
着
任
い
た
し
ま
し
た
。
専
門
は

シ
ェ
ル
・
空
間
構
造
で
す
。
多
様
化
・

複
雑
化
す
る
災
害
に
対
す
る
シ
ェ
ル

タ
ー
の
役
目
を
果
た
す
と
と
も
に
新

し
い
形
態
を
創
造
す
る
た
め
の
技
術

開
発
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

伯
耆
原
智
世 

専
任
講
師

ほ
う
き
ば
ら
・
と
も
よ

１
９
９
０
年
名
古
屋
生
ま
れ
／
２
０
１
３
年

早
稲
田
大
学
建
築
学
科
卒
業
、
２
０
１
５
年

同
大
学
院
修
了
（
長
谷
見
雄
二
研
究
室
）
／

２
０
１
５
〜
２
０
２
１
年
3
月
ま
で
竹
中
工

務
店
設
計
本
部
、
設
計
部
勤
務
／
２
０
２
０

年
博
士
（
工
学
）
取
得
／
２
０
２
１
年
4
月

よ
り
、
早
稲
田
大
学
専
任
講
師

　

２
０
２
１
年
度
よ
り
建
築
学
科
に

着
任
い
た
し
ま
し
た
。
耐
火
木
造
に

関
す
る
研
究
で
博
士
学
位
を
取
得
し

て
お
り
、
火
災
安
全
を
中
心
に
防
災
研

究
を
専
門
と
し
て
い
ま
す
。
刻
々
と

変
化
す
る
社
会
環
境
や
、
こ
れ
ま
で
見

過
ご
さ
れ
て
き
た
防
災
リ
ス
ク
に
対

し
て
、
都
市
や
建
築
の
安
全
向
上
・
維

持
に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

西
川
日
満
里 

芸
術
学
校
非
常
勤
講
師

さ
い
か
わ
・
ひ
ま
り

２
０
１
０
年
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
卒
業

／
２
０
１
２
年
横
浜
国
立
大
学
建
築
都
市

ス
ク
ー
ル
Ｙ-

Ｇ
Ｓ
A 

修
了
／
２
０
１
７
〜

２
０
２
１
年
早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
非
常
勤

講
師
／
２
０
１
３
年
〜
ツ
バ
メ
ア
ー
キ
テ
ク

ツ
　

２
０
２
１
年
よ
り
芸
術
学
校
に
着

任
し
ま
し
た
。
空
間
の
設
計
を
す
る

「D
E

S
IG

N

」
と
、
空
間
が
成
立
す
る

前
の
枠
組
み
や
完
成
後
の
展
開
を
思

考
し
、
リ
サ
ー
チ
を
行
う
「L

A
B

」

の
二
軸
を
掲
げ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
二
つ
を
循
環
さ
せ
る
よ
う
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

建
築
の
新
し
い
バ
ラ
ン
ス
と
そ
こ
に

あ
る
べ
き
空
間
を
考
え
て
い
き
ま
す
。



報
告

安
部
良
氏

日
本
建
築
学
会
作
品
賞

　

２
０
２
１
年
度
の
日
本
建
築
学
会

賞
（
作
品
）
に
安
部
良
（
苗
Ｈ
02
）

氏
設
計
の
「
島
キ
ッ
チ
ン
」
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。「
島
キ
ッ
チ
ン
」
は
、

２
０
１
０
年
の
第
１
回
瀬
戸
内
国
際

芸
術
祭
の
参
加
作
品
と
し
て
香
川
県

豊
島
、
唐
櫃
の
岡
集
落
に
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、
以
降
、
地
域
に
根
づ
き

な
が
ら
育
て
ら
れ
、
継
続
的
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
や
増
改
築
を
繰
り
返
し
、

２
０
１
９
年
、
恒
久
的
な
建
築
へ
と

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。
空
間

と
し
て
の
価
値
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
つ
く
り
な

が
ら
、
仮
設
的
な
状
態
か
ら
地
域
に

求
め
ら
れ
る
建
築
へ
と
変
貌
を
遂
げ

る
過
程
そ
の
も
の
が
評
価
さ
れ
た
も

の
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

写
真
：
島
キ
ッ
チ
ン
。
撮
影
：
堀
田
貞
雄

石
田
航
星
准
教
授

Ｂ
I
Ｍ
連
続
レ
ク
チ
ュ
ア

　

早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
総
合
研

究
所
、
建
築
学
研
究
所
の
主
催
で
「
第

２
回
Ｂ
I
Ｍ
に
よ
る
建
築
生
産
と
施

設
運
用
の
高
度
化
に
関
す
る
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
本
学
の
石
田
航

星
准
教
授
、
高
口
洋
人
教
授
が
企
画

さ
れ
た
も
の
で
、
公
的
発
注
者
、
不

動
産
所
有
者
や
施
工
者
な
ど
が
Ｂ
I

Ｍ
を
始
め
と
し
た
情
報
技
術
を
ど
の

よ
う
に
活
用
し
て
い
る
の
か
に
つ
い

て
講
演
す
る
と
と
も
に
、
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
肝

と
な
る
他
分
野
と
の
共
同
作
業
に
つ

い
て
議
論
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
オ
ン
サ
イ
ト
／
オ
ン
ラ
イ
ン
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

海
外
Ｗ
E
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー

講
師
：
南
雲
要
輔
氏

　

稲
門
建
築
会
主
催
で
「
英
国
の
ア
ー

キ
テ
ク
ト
と
設
計
業
務
／
英
国
建
築

デ
ザ
イ
ン
の
動
向
」
海
外
Ｗ
E
Ｂ
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
海
外
渡
航
も
ま
ま
な
ら
な
い

状
況
を
逆
手
に
と
っ
て
、
海
外
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
日
本
人
建
築
家
の
お

話
を
う
か
が
う
企
画
で
す
。
今
回
、

英
国
の
ホ
プ
キ
ン
ス
・
ア
ー
キ
テ
ク

ツ
で
設
計
活
動
を
さ
れ
て
い
る
南
雲

要
輔
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
ま
し
た
。

同
フ
ァ
ー
ム
は
、
高
度
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
を
発
揮
し
た
公
共
施
設
や
歴
史

的
建
築
物
の
保
存
再
生
の
第
一
人
者

と
し
て
、
突
出
し
た
存
在
感
を
示
す

ロ
ン
ド
ン
を
拠
点
と
し
た
設
計
事
務

所
で
す
。
設
計
業
務
、
デ
ザ
イ
ン
動

向
な
ど
、
学
生
の
み
な
ら
ず
社
会
人

の
方
々
に
も
大
変
参
考
に
な
る
セ
ミ

ナ
ー
で
し
た
。

建
築
施
工
法
Ⅱ
、
実
務
経

験
者
に
よ
る
連
続
講
演

　

学
部
３
年
生
の
春
季
講
義
で
あ
る

建
築
施
工
法
Ⅱ
で
は
、
授
業
の
後
半

に
あ
た
る
２
０
２
１
年
６
月
22
日
、

29
日
、
７
月
６
日
、
13
日
に
、
ゼ
ネ

コ
ン
の
現
場
担
当
者
の
方
々
に
よ
る

計
４
回
の
講
義
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

学
年
問
わ
ず
聴
講
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の
で
、
国
内
事
例
を
元
に
建
築

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
管
理
や
設

計
の
役
割
を
お
伝
え
い
た
だ
き
、
職

長
と
の
連
携
や
運
営
計
画
と
い
っ
た
、

現
場
に
携
わ
る
方
々
な
ら
で
は
の
内

容
で
し
た
。
感
染
症
対
策
を
行
な
い

な
が
ら
対
面
講
義
を
行
な
っ
た
こ
と

も
あ
り
、
臨
場
感
の
あ
る
授
業
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
、
活
発
な
議
論
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

田
辺
新
一
教
授

日
本
建
築
学
会
会
長

　

本
学
の
田
辺
先
生
が
日
本
建
築
学

会
会
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
本
学

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
は
、
学
会
は

３
６
０
０
０
名
を
超
え
る
会
員
に
よ

り
、
様
々
な
分
野
で
の
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
、
論
文
集
が
完
全
電

子
化
、O

p
en

ア
ク
セ
ス
に
な
っ
た

こ
と
で
会
員
は
無
料
で
出
版
後
す
ぐ

に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
が
案
内
さ
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、

S
D

G
s

や
脱
炭
素
、
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

に
関
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い

旨
、
表
明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

学
会
で
発
表
さ
れ
て
い
る
所
信
に
は
、

ウ
ィ
ズ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
時
代
に

お
け
る
新
し
い
建
築
の
発
展
を
目
指

す
も
の
と
し
て
、
４
つ
の
テ
ー
マ
が

謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
谷
誠
章
教
授

東
京
建
築
士
会
会
長

　

本
学
の
古
谷
先
生
が
、
一
般
社
団

法
人 

東
京
建
築
士
会
の
会
長
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
。
士
会
で
表
明
さ
れ
て

い
る
ご
挨
拶
で
は
、「
改
革
の
成
果
を

継
承
し
、
建
築
士
の
職
能
を
社
会
に

開
く
」
こ
と
を
第
一
に
掲
げ
、「
建
築

士
は
実
践
に
裏
付
け
ら
れ
た
確
固
た

る
技
術
力
と
豊
か
な
人
間
性
に
裏
付

け
ら
れ
た
想
像
力
に
よ
っ
て
、 

人
々

の
暮
ら
す
生
活
環
境
に
対
し
常
に
よ

り
よ
い
も
の
と
す
る
よ
う
心
が
け
ね

ば
な
ら
な
い
も
の
」
と
し
て
い
ま
す
。

従
来
の
士
会
の
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、

個
と
し
て
の
研
鑽
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
委
員
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
組

織
と
し
て
社
会
に
お
け
る
職
能
の
理

解
を
一
層
深
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
た

い
、
と
の
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

村
松
映
一
氏
逝
去

　

村
松
映
一
氏
（
享
年
83
歳
、
第
20

代
稲
門
建
築
会
会
長
）
が
８
月
２
日

に
慢
性
腎
不
全
の
た
め
ご
逝
去
さ
れ

ま
し
た
。
葬
儀
は
８
月
６
日
に
ご
家

族
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
早
稲
田
建
築

ア
ー
カ
イ
ブ
ス
は
村
松
元
会
長
が
提

唱
さ
れ
２
０
１
０
年
に
ス
タ
ー
ト
し

２
０
２
１
年
に
映
像
と
音
声
に
よ
る

貴
重
な
記
録
が
完
成
し
ま
し
た
。
謹

ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

濱
中
直
樹
（
広
報
委
員
／
苗
Ｈ
04
）、

池
田
瑚
子
、上
原
の
ぞ
み
、竹
内
將
人
、

野
田
夢
乃
（
学
生
委
員
）

二
〇
二
一
年
度
春
の

大
会
・
通
常
総
会

　

昨
年
か
ら
猛
威
を
ふ
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
は
、
未
だ

終
息
の
見
通
し
が
立
た
な
い
中
、
稲
門

建
築
会
の
活
動
も
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
対
面
形
式
で
行
う
こ
と
が
で
き
ず
、

今
年
の
通
常
総
会
に
つ
い
て
も
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
稲
門
建
築
会
通
常

総
会
は
、
5
月
28
日
（
金
）
に
開
催
さ

れ
、
大
内
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
定

刻
時
出
席
者
数
52
名
、
委
任
状
提
出
者

数
３
６
５
名
の
合
計
４
１
７
名
で
定

足
数
に
達
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
２
０
２
０
年
度
活
動

報
告
、
収
支
決
算
報
告
、
会
計
な
ら
び

に
業
務
監
査
報
告
、
さ
ら
に
２
０
２
１

年
度
役
員
選
任
、
活
動
基
本
方
針
、
収

支
予
算
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
全
員

の
賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
議
事

終
了
後
に
田
辺
教
授
よ
り
学
園
の
近

況
報
告
が
あ
り
、
学
園
人
事
な
ど
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
引
き
続

き
特
別
功
労
賞
受
賞
者
の
発
表
と
各

受
賞
者
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
任
期
満
了
に
よ

り
大
内
会
長
か
ら
亀
井
新
会
長
に
バ

ト
ン
が
渡
さ
れ
、
新
会
長
の
抱
負
と
、

大
内
会
長
へ
の
感
謝
の
言
葉
で
総
会

が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
昨
年
よ

り
延
期
と
な
っ
て
い
た
、
建
築
家
・
内

藤
廣
先
生
と
全
国
建
設
業
協
同
組
合

連
合
会
会
長
・
群
馬
県
建
設
業
協
会

会
長
の
青
柳
剛
先
生
に
よ
る
特
別
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
早
稲
田
建
築

の
果
た
す
べ
き
役
割
」
を
テ
ー
マ
に
、

前
半
は
お
二
人
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
お
話

を
い
た
だ
き
、
後
半
は
司
会
と
し
て

古
谷
誠
章
先
生
が
加
わ
っ
て
の
対
談
、

話
は
学
生
時
代
に
ま
で
遡
り
ま
し
た
。

　

残
念
な
が
ら
会
場
は
関
係
者
の
み

で
、
２
０
０
人
の
視
聴
者
と
は
ネ
ッ
ト

で
つ
な
が
っ
て
い
る
状
況
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
早
稲
田
建
築
の
一
体
感
を

リ
ア
ル
に
感
じ
ら
え
た
内
容
に
な
り

ま
し
た
。
来
年
は
ぜ
ひ
リ
ア
ル
な
集

ま
り
で
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
俊
一
郎
（
総
務
委
員
長
／
苗
Ｈ

02･

院
Ｈ
04
）



特
集  

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存
と
意
義

中
川 

武  

明
治
村
館
長
、早
稲
田
大
学
理
工
学
術
院
名
誉
教
授
（
苗
Ｓ
42
・
院
Ｓ
44
・
博
Ｓ
47
）

　

Ｊ
Ｓ
A
（
日
本
国
政
府
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
救
済
チ
ー

ム
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
準
備
調
査
の
た
め
に
私
が
初
め
て

カ
ン
ボ
ジ
ア
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
群
を
見
て
回
つ
た
の
は

１
９
９
２
年
10
月
。
30
年
が
経
つ
た
。
戦
い
は
ま
だ
済
ん

で
は
い
な
い
の
に
、
日
は
暮
れ
な
ず
も
う
と
し
て
い
る
か

に
も
見
え
る
、
こ
の
微
妙
さ
の
中
で
、
こ
の
際
敢
え
て
、
こ

れ
ま
で
を
振
り
返
り
、
シ
ン
プ
ル
に
要
点
を
ま
と
め
て
み

た
い
。
と
い
う
の
は
、
２
０
１
９
年
12
月
に
、Ｊ
Ｓ
A
の

各
専
門
分
野
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
を
ま
と
め
、「
ア

ン
コ
ー
ル
か
ら
世
界
を
見
つ
め
て
」
と
い
う
報
告
会
を
早

大
理
工
で
行
い
、
コ
ロ
ナ
禍
パ
ン
デ
ミ
ツ
ク
の
中
で
敢
え

て
、
今
後
の
学
術
的
、
実
践
的
課
題
を
鮮
明
に
し
た
報
告

書
の
刊
行
を
本
年
末
に
向
け
て
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
活
動
の
意
義
を
自
他
と
も
に
明

確
に
し
て
お
き
た
い
か
ら
で
あ
る
。

１　
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
と
は

　

ま
ず
「
バ
イ
ヨ
ン
尊
顔
塔
群
」
の
写
真
を
見
て
欲
し
い

（
本
頁
右
下
）。
初
め
て
バ
イ
ヨ
ン
を
見
た
時
強
い
感
銘
を

受
け
た
。
そ
れ
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
こ
の
30
年
が
あ
っ

た
の
で
は
と
思
え
る
ほ
ど
、
今
で
は
私
に
と
っ
て
の
建
築

を
探
究
す
る
旅
の
到
達
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
て
く
る
。
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
は
、
7
〜
9
世
紀
、

プ
レ
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
サ
ン
ボ
ー
、
プ
レ
イ
、
ク
ツ
ク
遺
跡

を
は
じ
め
と
し
て
、
現
在
の
ア
ン
コ
ー
ル
地
域
を
中
心
に
、

12
〜
13
世
紀
に
は
東
南
ア
ジ
ア
周
辺
に
広
い
版
図
を
築
い

て
お
り
、
当
然
、
地
域
と
時
代
差
の
変
容
が
あ
る
が
、
ど
こ

か
共
通
の
特
徴
が
あ
る
の
が
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
特
色
か

も
し
れ
な
い
。
周
辺
環
境
と
応
答
し
な
が
ら
、
重
厚
な
存

在
感
を
保
っ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
は
木
漏
れ
日

を
突
き
破
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
広
い
空
を
背
景
に
し
た

と
き
は
、
丁
度
こ
の
バ
イ
ヨ
ン
尊
顔
塔
群
の
よ
う
に
、
内

に
凝
縮
し
た
想
い
を
遥
か
遠
く
ま
で
解
き
放
つ
か
の
よ
う

に
屹
立
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
建
築
の
あ
り
方
を
、
私

は
建
築
の
「
せ
い
」
の
高
さ
と
考
え
て
き
た
。
建
築
は
、

公
私
や
実
用
性
や
歴
史
さ
え
も
超
え
て
、
そ
し
て
「
共
同

的=

相
互
的
な
」
と
い
う
存
在
形
式
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い

限
り
、
単
な
る
慰
安
や
癒
や
し
で
は
な
く
自
他
へ
の
励
み

を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
「
せ
い
」

の
高
さ
で
あ
る
。
パ
ル
テ
ノ
ン
で
も
法
隆
寺
で
も
、
コ
ル

ビ
ュ
ジ
エ
や
丹
下
に
も
、
そ
し
て
小
さ
な
幻
庵
（
石
山
修

武
）
の
一
室
に
も
、
そ
し
て
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
か
ら
バ
イ

ヨ
ン
に
ま
で
一
貫
し
て
通
底
す
る
の
は
建
築
の
「
せ
い
」

の
高
さ
で
あ
る
。

　

私
た
ち
は
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
に
つ
い
て
丹
念
に
調
査

し
、
分
析
を
進
め
て
き
た
。
バ
イ
ヨ
ン
は
、
そ
れ
こ
そ

１
９
８
０
年
代
中
頃
の
ス
リ
ラ
ン
カ
調
査
か
ら
は
じ
め
た

ア
ジ
ア
的
建
築
を
求
め
て
き
た
旅
の
一
つ
の
集
大
成
と
い

え
る
か
も
し
れ
な
い
。
思
い
切
り
よ
く
断
言
す
れ
ば
、
建

物
が
存
在
す
る
場
所
を
象
徴
す
る
伽
藍
の
中
心
線
と
多
く

が
左
右
対
象
形
式
で
あ
る
建
築
群
の
中
心
軸
を
ズ
ラ
す
技

術
、
即
ち
区
別
し
つ
つ
共
存
調
和
さ
せ
る
と
い
う
、
広
く

文
化
に
ま
で
馴
染
む
建
築
形
式
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
く
建
築
は
新
し
い
価
値
や
権
力
を
象
徴

す
る
。
一
方
建
物
の
敷
地
は
、
と
り
わ
け
記
念
建
築
の
そ

れ
は
、
自
然
の
力
や
歴
史
の
因
縁
が
集
中
す
る
聖
な
る
場

所
を
意
味
す
る
。
こ
の
両
者
の
微
妙
な
関
係
性
を
調
整
す

る
方
法
が
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
文

明
文
化
の
中
心
か
ら
周
辺
へ
の
影
響
は
、
親
が
コ
ケ
れ
ば

子
も
コ
ケ
る
よ
う
な
も
の
だ
が
、
時
空
間
的
に
そ
こ
か
ら

さ
ら
に
ク
ツ
シ
ョ
ン
を
置
い
た
亜
周
辺
の
場
合
、
そ
こ
で

は
選
択
的
影
響
、
つ
ま
り
イ
イ
ト
コ
取
り
が
可
能
に
な
る
。

中
国
の
中
心
に
対
す
る
日
本
や
べ
ト
ナ
ム
中
部
以
南
の
文

化
は
あ
き
ら
か
に
亜
周
辺
性
を
特
色
と
す
る
が
、
イ
ン
ド

に
対
す
る
ア
ン
コ
ー
ル
は
亜
周
辺
性
が
際
立
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
埋
も
れ
な
が
ら
、
開
放
的
で
、
存
在

感
の
強
い
「
せ
い
」
の
高
さ
は
こ
う
し
て
生
成
し
、
受
け

継
が
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

２　

ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存

　

こ
の
問
題
で
先
ず
直
面
す
る
の
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
問
題

で
あ
る
。
一
応
修
復
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
遺
構
も

ほ
ぼ
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
材
料
と
施



工
技
術
の
限
界
、
そ
し
て
植
民
地
で
あ
っ
た
と
い
う
制
約

の
た
め
に
修
理
箇
所
の
耐
用
年
数
は
短
く
、
無
残
な
惨
状

を
晒
し
て
い
る
も
の
も
多
い
。
20
世
紀
初
頭
よ
り
、
ア
ン

コ
ー
ル
遺
跡
の
保
存
に
先
進
的
に
携
わ
っ
て
き
た
フ
ラ
ン

ス
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ツ
ト
や
バ
イ
ヨ
ン
の
レ
プ
リ
カ
を

万
国
博
覧
会
の
パ
ビ
リ
オ
ン
に
多
く
活
用
し
て
お
り
、
も

と
よ
り
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
へ
の
関
心
も
評
価
も
高
勝
だ

し
、
評
価
は
今
も
高
い
。
形
態
が
精
神
を
表
現
す
る
と
い

う
新
古
典
主
義
的
な
価
値
観
が
彼
の
国
に
は
今
も
根
づ
い

て
い
る
。
木
造
日
本
建
築
の
深
い
軒
下
の
空
間
の
佇
ま
い

や
気
配
は
、
同
寸
、
同
構
法
の
鉄
骨
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で

復
元
さ
れ
た
も
の
と
は
違
う
こ
と
を
、
私
た
ち
は
直
感
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
建
築
の
価
値
が
、
全
て
の
技
術
的
な

応
答
の
末
に
行
き
着
く
の
が
こ
の
佇
ま
い
や
気
配
だ
と
す

れ
ば
、
石
積
み
と
は
い
え
安
易
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
代
替

え
す
る
の
は
避
け
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
Ｊ
Ｓ
A
が
伝
統
的
工
法
の
復
元
に
こ
だ
わ
っ
て

き
た
理
由
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
が
規
模
を
拡
大
し
、
高

く
す
る
た
め
に
は
テ
ラ
ス
（
基
壇
基
礎
）
を
繋
げ
、
重
ね

る
し
か
な
い
不
可
欠
な
手
法
で
あ
り
、
そ
の
内
部
構
造
が

版
築
土
層
の
直
接
基
礎
に
よ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特

に
バ
イ
ヨ
ン
の
そ
れ
は
基
礎
構
造
の
奇
跡
か
も
し
れ
な

い
。
私
た
ち
Ｊ
Ｓ
A
は
10
年
以
上
の
歳
月
を
か
け
て
、
考

古
学
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
電
気
調
査
を
積
み
重
ね
、
こ
の
奇
跡

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
。
人
類
史
の
謎
と
も
言
え
る
奇
跡
を

解
明
し
尽
く
し
て
、
そ
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
恒
久
的
に

保
存
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

３　

保
存
の
意
義

　

文
化
遺
産
の
保
存
は
、
劣
化
、
崩
壊
要
因
を
科
学
的
に

解
明
し
、
遺
構
の
オ
ー
セ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
価
値
を
最
大
限

保
存
し
、
最
小
限
の
介
入
に
よ
る
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
修

復
工
事
、
記
録
の
公
開
、
人
材
育
成
が
3
本
柱
で
あ
る
。

　

日
本
の
近
代
化
は
、
西
洋
か
ら
の
基
礎
的
知
識
と
技
術

の
体
系
的
な
導
入
に
よ
っ
て
さ
さ
え
ら
れ
た
。
よ
う
や
く

日
本
が
途
上
国
に
乗
り
出
す
時
が
来
た
と
い
う
こ
と
だ
と

思
う
が
、
こ
の
時
、
援
助
さ
れ
る
側
が
、
将
来
自
立
す
る
た

め
に
役
に
立
つ
基
礎
性
や
原
理
性
を
備
え
て
い
る
か
ど
う

か
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
き
た
。
意
義
は

先
ず
そ
こ
で
判
断
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
、
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
保
存
の
国
際
協
力
は

そ
れ
を
通
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
社
会
の
復
興
と
和
平
に
寄
与

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
日
本
政
府
の
主
導
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
。
私
の
個
人
的
な
見
解
で
あ
る
が
、
そ
の
点
で

は
、
10
年
間
は
成
功
だ
っ
た
と
思
う
。
ユ
ネ
ス
コ
は
そ
の

流
れ
に
の
り
、
ア
ン
コ
ー
ル
の
国
際
的
保
存
協
力
シ
ス
テ

ム
を
中
東
和
平
に
展
開
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
。
中
東
は

カ
ン
ボ
ジ
ア
ほ
ど
甘
く
は
な
か
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ア
ン

コ
ー
ル
が
好
き
な
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
、
日
本
が
本
格
的

に
粘
り
強
く
続
け
る
根
拠
を
見
い
出
せ
な
い
ま
ま
、
実
利

的
効
用
主
義
の
よ
り
厳
し
く
な
る
戦
争
と
大
衆
民
主
社
会

の
寄
る
辺
な
さ
の
中
で
、
そ
れ
な
り
に
必
死
な
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
、
日
本
、
世
界
の
若
者
た
ち
（
も
ち
ろ
ん
大
人
も
含

め
て
）
の
指
針
と
ア
ン
コ
ー
ル
遺
跡
の
「
せ
い
」
の
高
さ

が
響
き
合
わ
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
。
こ
の
夏
テ
レ
ビ
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

を
見
る
し
か
な
か
っ
た
が
、
印
象
深
か
っ
た
の
は
、
サ
ッ

カ
ー
の
久
保
選
手
が
、
サ
ッ
カ
ー
し
か
や
っ
て
こ
な
か
っ

た
中
で
こ
ん
な
悔
し
い
こ
と
は
無
い
と
泣
き
弱
っ
て
い
た

場
面
と
、
銅
メ
ダ
ル
を
と
っ
た
喜
び
と
感
謝
を
聞
き
出
し

た
い
レ
ポ
ー
タ
ー
に
対
し
て
、
何
人
か
が
、
金
メ
ダ
ル
を

取
る
つ
も
り
だ
っ
た
の
で
嬉
し
く
な
い
と
答
え
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　

私
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
た
時
、
早
稲
田
建
築

学
科
の
先
輩
先
生
方
か
ら
と
て
も
励
ま
さ
れ
た
。
今
も
多

く
の
学
生
、
O
Ｂ
も
含
め
て
、
専
門
家
や
先
生
方
が
支
え

て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
私
は
こ
の
背
景
に
、
ワ
セ
ダ
と
ア

ジ
ア
の
無
形
の
繋
が
り
を
い
つ
も
感
じ
て
い
た
。
私
だ
け

の
も
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
ど
こ
ま
で
い
け
る
の
か
も
わ

か
ら
な
い
が
、
私
た
ち
は
誰
も
が
心
の
中
に
理
想
を
抱
い

て
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
金
メ
ダ
ル
で
あ
っ
て
、
銅
で
も

よ
い
、
と
い
う
話
で
は
な
い
。
仰
ぐ
は
同
じ
理
想
の
光
を
、

私
は
今
も
バ
イ
ヨ
ン
の
「
せ
い
」
の
高
さ
に
見
て
い
る
。

右
頁
：「
バ
イ
ヨ
ン
尊
顔
塔
群
」
該
当
候
補　

©
JS

A

左
：「
バ
イ
ヨ
ン
中
央
基
壇
基
礎
版
築
土
層
ボ
ウ
リ
ン
グ
調
査
略
図
」

該
当
候
補 　

©
JS

A
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永
澤
明
彦（
苗
Ｈ
04
）㈱
ア
ー
ル
・
ア
イ
・
エ
ー

梶
山
徹（
苗
Ｈ
07
）㈱
淺
沼
組

池
田
剛
生（
苗
Ｓ
61
）旭
化
成
ホ
ー
ム
ズ
㈱

福
田
英
義（
苗
Ｈ
03
）㈱
梓
設
計

明
珍
邦
彦（
苗
Ｓ
50
）㈱
ア
ル
モ
設
計

山
崎
和
彦（
苗
Ｓ
60
）㈱
安
藤
・
間

福
地
拓
磨（
苗
Ｈ
09
）㈱
石
本
建
築
事
務
所

園
田
陽
一（
苗
Ｓ
58
）伊
藤
忠
商
事
㈱

宇
塚
幸
生（
苗
Ｓ
50
）㈱
入
江
三
宅
設
計
事
務
所

海
谷
真
理（
苗
Ｈ
16
）㈱
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

中
西
恭
子（
苗
Ｈ
07
）㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

藤
木
洋
徳（
苗
Ｈ
16
）大
阪
ガ
ス
㈱

堀
池
隆
弥（
苗
Ｈ
05
）㈱
大
林
組

床
圭
司（
苗
Ｈ
07
）㈱
奥
村
組

佐
々
優
子（
苗
Ｈ
03
）㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー
バ
ル

石
川
麻
莉（
苗
Ｈ
27
）㈱
オ
リ
バ
ー

細
田
正
紀（
苗
Ｈ
14
）鹿
島
建
設
㈱

鈴
木
裕（
苗
Ｓ
48
）㈱
観
光
企
画
設
計
社

李
祥
準（
博
Ｈ
21
）関
東
学
院
大
学

境
田
康
良（
苗
Ｈ
12
）北
野
建
設
㈱

高
木
朋
也（
苗
Ｓ
62
）㈱
熊
谷
組

川
井
隆
夫（
苗
Ｈ
03
）㈱
久
米
設
計

岡
田
直
久（
苗
Ｈ
15
）京
成
電
鉄
㈱

富
樫
英
介（
苗
Ｈ
16
）工
学
院
大
学

安
藤
靖
人（
苗
Ｈ
06
）㈱
構
造
計
画
研
究
所

関
谷
英
一（
苗
Ｈ
10
）㈱
鴻
池
組

原
英
嗣（
苗
Ｈ
09
）国
士
舘
大
学

才
木
潤（
苗
Ｈ
05
）国
土
交
通
省

山
崎
直
宏（
苗
Ｓ
53
）古
久
根
建
設
㈱

木
下
修
文（
苗
Ｈ
12
）㈱
コ
ス
モ
ス
イ
ニ
シ
ア

岡
本
光
正（
苗
Ｈ
05
）五
洋
建
設
㈱

杉
山
幸
司（
苗
Ｈ
20
）ザ
イ
マ
ッ
ク
ス

今
春
大
介（
院
Ｈ
10
）㈱
坂
倉
建
築
研
究
所

齊
藤
直
弥（
苗
Ｈ
15
）サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
グ
ル
ー
プ

牧
野
創
太（
苗
Ｈ
26
）佐
藤
工
業
㈱

龍
治
男（
苗
Ｈ
04
）㈱
佐
藤
総
合
計
画

長
澤
広
学（
苗
Ｈ
17
）三
機
工
業
㈱

齋
藤
亜
紀
子（
苗
Ｈ
23
）ジ
ー
ク
㈱

岡
田
大
海（
苗
Ｈ
12
）㈱
Ｊ
Ｒ
東
日
本
建
築
設
計
事
務
所

中
川
佳（
苗
Ｈ
12
）Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
㈱

村
上
公
哉（
苗
Ｓ
60
）芝
浦
工
業
大
学

重
松
英
幸（
苗
Ｈ
16
）清
水
建
設
㈱

田
村
圭
介（
苗
Ｈ
05
）昭
和
女
子
大
学

金
子
寛
明（
苗
Ｓ
58
）新
菱
冷
熱
工
業
㈱

赤
坂
英
司（
苗
Ｈ
01
）住
友
不
動
産
㈱

田
邊
将（
苗
Ｈ
18
）住
友
林
業
㈱

島
田
達
哉（
苗
Ｓ
59
）西
武
建
設
㈱

堂
城
直
人（
苗
Ｈ
14
）積
水
ハ
ウ
ス
㈱

井
奥
貢（
苗
Ｓ
59
）㈱
錢
高
組

渡
辺
勇
太（
苗
Ｈ
19
）第
一
生
命
保
険
㈱

堀
川
斉
之（
芽
Ｈ
11
）大
成
建
設
㈱

羽
毛
田
真
也（
苗
Ｈ
20
）大
和
ハ
ウ
ス
工
業
㈱

守
屋
寛
之（
苗
Ｈ
08
）高
砂
熱
学
工
業
㈱

北
川
誉
紀（
芽
Ｈ
18
）髙
松
建
設
㈱

柴
山
剛（
苗
Ｈ
07
）㈱
竹
中
工
務
店

小
池
奈
央（
苗
Ｈ
16
）㈱
丹
青
社

有
村
亮（
苗
Ｈ
14
）中
央
日
本
土
地
建
物
㈱

高
橋
英
治（
苗
Ｓ
60
）千
代
田
化
工
建
設
㈱

椎
名
明
良（
苗
Ｓ
54
）鉄
建
建
設
㈱

内
藤
純（
苗
Ｓ
60
）㈱
電
通

中
野
淳
太（
苗
Ｈ
09
）東
海
大
学

入
川
智
行（
苗
Ｈ
18
）東
海
旅
客
鉄
道
㈱

由
井
聡（
苗
Ｈ
05
）東
急
㈱

長
谷
川
剛（
苗
Ｈ
08
）東
急
建
設
㈱

上
治
吾
郎（
苗
Ｈ
08
）㈱
東
急
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

江
原
清
仁（
苗
Ｈ
11
）東
急
不
動
産
㈱

奥
田
篤（
苗
Ｈ
10
）東
京
ガ
ス
㈱

青
山
周
吾（
苗
Ｈ
15
）東
京
建
物
㈱

市
丸
隼
人（
苗
Ｈ
17
）東
京
電
力
グ
ル
ー
プ

石
塚
正
浩（
苗
Ｈ
24
）東
京
都

岩
下
剛（
苗
Ｓ
62
）東
京
都
市
大
学

小
野
緋
呂
美（
苗
Ｈ
30
）東
電
設
計
㈱

山
田
孝
司（
苗
Ｓ
57
）㈱
都
市
デ
ザ
イ
ン

縄
田
浩（
苗
Ｓ
61
）戸
田
建
設
㈱

和
田
和
輝（
苗
Ｈ
28
）飛
島
建
設
㈱

橋
本
史
生（
苗
Ｈ
24
）成
田
国
際
空
港
㈱

田
原
潤
一（
苗
Ｈ
16
）西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

竹
内
章
博（
苗
Ｈ
08
）西
松
建
設
㈱

佐
藤
哲
也（
苗
Ｈ
27
）日
揮
㈱

伊
藤
浩
士（
苗
Ｈ
19
）㈱
日
建
設
計

石
田
直
史（
苗
Ｓ
62
）㈱
日
建
ハ
ウ
ジ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

寺
内
浩
太（
院
Ｈ
31
）日
鉄
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

樋
上
岳（
苗
Ｈ
03
）㈱N

IP
P

O

増
田
開（
苗
Ｈ
26
）日
本
製
鉄
㈱

切
敷
香
澄（
苗
Ｈ
03
）日
本
郵
政
㈱

古
市
淳（
苗
Ｈ
18
）日
本
環
境
技
研
㈱

丸
谷
翔
平（
苗
Ｈ
26
）㈱
日
本
設
計

斉
藤
忍（
苗
Ｓ
60
）㈱
乃
村
工
藝
社

佐
藤
亮
太（
苗
Ｈ
23
）野
村
不
動
産
㈱

宇
佐
美
雅
俊（
苗
Ｈ
19
）㈱
博
報
堂

川
本
哲
也（
苗
Ｈ
07
）パ
シ
フ
ィッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
㈱

長
崎
知
彦（
苗
Ｈ
21
）㈱
長
谷
工
コ
ー
ポ
レ
ー
ション

古
本
一
貴（
苗
Ｈ
27
）東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

大
和
祐
也（
苗
Ｈ
29
）㈱
藤
木
工
務
店

金
田
剛（
苗
Ｈ
01
）㈱
フ
ジ
タ

鈴
木
章
夫（
苗
Ｓ
58
）前
田
建
設
工
業
㈱

山
﨑
敏
幸（
苗
Ｈ
04
）㈱
松
田
平
田
設
計

長
谷
川
恵
美（
苗
Ｈ
12
）ミ
サ
ワ
ホ
ー
ム
㈱

松
崎
真
豊（
苗
Ｓ
63
）三
井
住
友
建
設
㈱

朝
賀
稔（
苗
Ｈ
03
）三
井
物
産
㈱

政
本
悠
紀（
苗
Ｈ
28
）三
井
不
動
産
㈱

山
下
将
司（
苗
Ｈ
12
）三
井
ホ
ー
ム
㈱

吉
川
朗（
苗
Ｓ
60
）三
菱
地
所
㈱

石
橋
洋
二（
苗
Ｈ
09
）㈱
三
菱
地
所
設
計

中
村
匠（
苗
Ｈ
25
）三
菱
地
所
レ
ジ
デ
ン
ス
㈱

小
川
悠
介（
苗
Ｈ
21
）三
菱
商
事
㈱

横
山
聡（
苗
Ｈ
07
）㈱
三
菱
総
合
研
究
所

玉
置
健
治（
苗
Ｈ
09
）森
ト
ラ
ス
ト
㈱

貝
島
雄
太（
苗
Ｈ
09
）森
ビ
ル
㈱

熊
谷
泰
彦（
苗
Ｈ
05
）㈱
安
井
建
築
設
計
事
務
所

三
浦
正
徳（
苗
Ｈ
12
）㈱
山
下
設
計

渡
辺
啓
太（
苗
Ｈ
28
）㈱
山
下
Ｐ
Ｍ
Ｃ

西
田
誠
司（
苗
Ｈ
02
）横
浜
市

松
本
翔（
苗
Ｈ
24
）㈱
類
設
計
室

藤
井
由
理（
苗
Ｈ
09
）早
稲
田
大
学

二
〇
二
一
年
度
職
域
幹
事
一
覧

在籍会員数別納入率
会員数50名以上 上位10社
会社名　　　　　　　  会員数＊  納入率
大成建設㈱
㈱三菱地所設計
㈱日建設計
早稲田大学
㈱ＮＴＴファシリティーズ
戸田建設㈱
㈱日本設計
清水建設㈱
鹿島建設㈱
㈱大林組
15～49名   上位17社
㈱松田平田設計
㈱山下設計
㈱梓設計
㈱JR東日本建築設計事務所
国土交通省
三井住友建設㈱
㈱久米設計
三菱地所㈱
横浜市
前田建設工業㈱
㈱石本建築事務所
東急建設㈱
東京建物㈱
東京電力グループ
旭化成ホームズ㈱
東急㈱
森トラスト㈱
5～14名 上位15社
髙松建設㈱
㈱藤木工務店
㈱オリバー
新菱冷熱工業㈱
西松建設㈱
工学院大学
㈱鴻池組
日鉄エンジニアリング㈱
㈱佐藤総合計画
㈱類設計室
三菱地所レジデンス㈱
㈱都市デザイン
㈱アルモ設計
東海旅客鉄道㈱
佐藤工業㈱

＊通信可能な会員数

34.1%
33.9%
33.8%
33.8%
32.3%
25.3%
25.0%
22.2%
21.8%
21.3%

60.0%
53.5%
47.1%
38.9%
38.5%
37.5%
32.5%
32.1%
32.0%
31.3%
31.3%
30.0%
30.0%
26.9%
25.0%
25.0%
25.0%

100.0%
100.0%
100.0%
100.0%

71.4%
66.7%
66.7%
57.1%
50.0%
50.0%
50.0%
50.0%
50.0%
44.4%
40.0%

279
62

139
71
62
83
84

252
234
155

20
43
34
18
26
32
40
28
25
32
16
20
20
26
36
20
16

2
2
1
1
7
6
3
7

12
8
6
4
2
9
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2020年度末会費納入率一覧

　

9
月
10
日
夜
、
２
０
２
１
年
度
第
１
回
職
域

幹
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

今
年
度
の
稲
門
建
築
会
各
会
議
は
昨
年
度
と
同

様
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回

の
職
域
幹
事
会
は
第
２
回
理
事
会
と
同
日
開
催

で
行
っ
た
も
の
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
の
良

い
点
は
、
ネ
ッ
ト
接
続
が
で
き
れ
ば
ど
こ
か
ら

で
も
参
加
で
き
る
こ
と
で
あ
り
、
当
日
は
参
加

職
域
43
、
参
加
者
合
計
75
名
と
例
年
よ
り
も
多

数
の
職
域
幹
事
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

主
な
報
告
事
項
の
「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
仕
事

紹
介
」
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
今
年
度
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
開
催
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年

度
の
経
験
も
踏
ま
え
て
更
に
良
い
も
の
と
な
る

よ
う
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　

第
３
部
の
懇
親
会
は
、
第
１
部
の
理
事
会
、

第
２
部
の
職
域
幹
事
会
よ
り
も
互
い
の
距
離
感

が
少
し
縮
ま
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
約
20
名
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
近
況
や
「
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
に

よ
る
仕
事
紹
介
」
へ
の
貴
重
な
ご
意
見
な
ど
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
て
、
非
常
に
有
意
義
で

し
た
。

　

会
の
最
後
で
は
、対
面
形
式
で
も
恒
例
と
な
っ

て
い
た
後
藤
研
究
室
、鈴
木
翔
太
郎
さ
ん
の
エ
ー

ル
の
も
と
、
参
加
者
で
校
歌
斉
唱
を
行
い
、
例

年
と
変
わ
ら
ぬ
連
帯
感
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
海
外
の
大
学
に
は
あ
っ
て
も
日
本
の

大
学
で
は
稀
な
、
学
生
か
ら
幅
広
い
世
代
の
卒

業
生
が
自
然
に
交
流
で
き
る
場
で
あ
る
稲
門
建

築
会
の
良
さ
に
つ
い
て
お
話
を
う
か
が
い
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
そ
れ
を
実
感
し
た
夜
で
し
た
。

飯
岡
方
春
（
会
員
委
員
長
／
苗
Ｓ
63
）

二
〇
二
一
年
度
第
一
回

職
域
幹
事
会
報
告

合
同
ク
ラ
ス
会
二
〇
二
一

早
稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
応
援
コ
ン
ペ　
「
求

む
！
建
築
を
『
拡
張
』
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会
で
は
早
稲
田
建
築

の
卒
業
生
が
毎
年
集
ま
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
従
来
の
よ
う
な
形
で
集
ま
る
こ
と
が
難

し
い
今
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
合
同
ク

ラ
ス
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
卒

業
生
が
母
校
・
後
輩
を
支
援
す
る
か
た
ち
」
で
す
。

　

１
１
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
稲
門
建
築

会
の
会
員
は
約
２
７
０
０
０
名（
故
人
を
含
む
）

を
数
え
、
建
築
分
野
の
み
な
ら
ず
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
し

て
現
役
学
生
を
含
め
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
多
く
の
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
両
者

を
結
び
つ
け
、
卒
業
生
が
未
来
を
つ
く
る
人
材

を
「
早
稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
」
と
し
て
応
援

す
る
の
が
こ
の
コ
ン
ペ
企
画
で
す
。

募
集
内
容
：
従
来
の
建
築
の
概
念
に
縛
ら
れ
な

い
、「
建
築
」
を
拡
張
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

事
業
計
画
と
し
て
提
案
し
て
下
さ
い
。
最
優
秀

お
よ
び
優
秀
と
し
て
選
出
さ
れ
た
提
案
に
対
し

て
は
、
応
募
者
が
要
求
す
る
支
援
（
経
済
的
、

技
術
的
、
人
脈
的
な
ど
）
を
実
施
し
、
支
援
結

果
の
報
告
を
求
め
る
予
定
で
す
。

公
開
審
査
会
：
11
月
６
日
（
土
）　

会
場
：
西
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
（
詳
細
はh

ttps://

w
w

w
.arch

.w
aseda.ac.jp/w

a/5819

）

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
は
是
非
こ
の
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
支
援
を
、
ま
た
我
こ
そ
が
「
早

稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
」
と
思
う
方
に
は
積
極

的
な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
智
之
（
実
行
委
員
長
／
苗
Ｈ
06
・
院
Ｈ

08
・
博
Ｈ
11
）
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●
7
口
●

高
部 

素
行

●
6
口
●

杉
谷
文
彦

●
5
口
●

村
松
映
一

●
4
口
●

太
田
隆
信

神
山
幸
弘

●
３
口
●

石
井 

敦

石
田
綽
男

岩
田 

穰

上
野 

毅

大
内
政
男

尾
島
俊
雄

小
林
曉
男

柴
田
寛
二

徳
田
健
次

藤
原
佐
吉

穂
積
信
夫

安
恒
忠
男

山
崎
隆
盛

●
２
口
●

飯
塚
正
義

猪
狩
達
夫

石
福 

昭

板
谷 

薫

井
手
洋
一

梅
澤 

隆

梅
村
龍
太

遠
藤
京
太

大
塚
唯
雄

奥
村
珪
一

神
谷
充
広

亀
井
忠
夫

川
本
明
生

川
元
良
夫

木
村
建
一

木
村
聡
志

合
田
信
雄

小
林
幹
雄

近
藤
正
一

斉
藤
康
弘

島
野
良
之
右

清
水
里
司

鈴
木 

恂

田
中
桂
治

土
田
充
義

外
岡 

豊

中
川
敏
哉

中
川
統
夫

中
西
将
久

中
西
靖
直

新
妻
優
輔

西 
豊
彦

長
谷
見
雄
二

畑
埜
亮
介

藤
本 

健

藤
森
通
弘

溝
部
廣
道

本
村
武
利

盛 

勝
昭

森
口
武
男

矢
部
明
良

山
根
三
郎

與
謝
野
久

渡
沼
健
一

渡
部
泰
一

●
１
口
●

相
田
武
文

青
木
明
彦

青
柳
隆
之

青
柳 

剛

青
柳
幸
人

秋
山
寿
郎

阿
久
津
壽

浅
野
忠
利

芦
川 

進

阿
部
康
人

新
井
精
一

荒
城
昭
和

荒
能
孝
司

粟
野
善
治

安
齊
真
吾

安
藤
紀
雄

伊
香
賀
俊
治

伊
沢 

久

石
井
健
一

石
井
弘
美

石
川 

巧

石
川
智
一

石
川
廣
三

石
川
晶
一

石
塚
章
男

石
橋
俊
明

泉 

修
三

磯
部
雅
男

板
井
克
真

板
橋
久
雄

板
谷
敏
正

市
川 

徹

市
川
秀
紀

市
川
雅
紀

出
田
晴
彦

伊
藤 

滋

伊
藤
修
二

伊
藤
誠
三

伊
藤
隆
実

伊
藤
得
平

伊
藤
俊
男

伊
藤
文
昭

伊
東
賢
伸

伊
藤
由
佳

伊
藤
力
雄

稲
葉
秀
行

井
上
波
彦

井
深 

誠

井
本
健
一

岩
田
誠
二

岩
本
滋
昌

上
田 

真

上
原
昭
彦

笛
吹
清
志

卯
月
盛
夫

梅
野 

岳

漆
畑
訓
明

江
川
直
樹

海
老
根
哲
郎

江
間
吉
洋

遠
藤
勝
勧

遠
藤
精
一

大
鐘
梨
湖

大
木
紀
通

大
杉
文
哉

大
竹
秀
興

大
西
敏
夫

大
野
晴
偉

大
平
嘉
行

大
村
進

大
山
尚
男

岡
田
隆
行

尾
形
達
夫

岡
田
孝
生

岡
部
憲
明

岡
村
新
司

岡
本 
茂

岡
本
英
徳

岡
本 

宏

岡
本
隆
之
祐

小
川 

晃

小
川
重
夫

小
川
誠
一

小
川
有
子

奥
平
与
人

奥
村
晶
彦

奥
本
浩
介

筬
島 

亮

納 

新
二

小
田
和
正

織
田
直
憲

落
合
千
秋

鏡 

太
紀

鍵
屋
浩
司

景
山
悠
太
郎

笠
井
香
澄

片
山 

篤

勝
田
典
男

桂 

純
二

加
藤
隆
之

加
藤
達
夫

加
藤 

光
一

加
藤
宏
生

加
藤 

泰

金
井
俊
夫

金
岡
伸
幸

可
児
才
介

金
子
寛
明

嘉
納
成
男

鎌
腰 

勝

鎌
田 

勝

上
村
一
人

亀
井
富
延

亀
田
公
太
郎

賀
持
剛
一

川
上
恵
一

川
北
喜
久

川
崎
瓊
也

川
角
喜
一

川
澄
吉
夫

川
瀬
俊
二

川
原
義
直

河
村
寛
二

菊
嶋
秀
生

菊
地
守

鬼
澤
仁
志

木
村
美
樹
雄

木
村
由
布
子

清
田
太
三

久
慈
次
男

楠
本
玄
英

國
信
主
馬

久
保
田
聡

栗
原
弘
一

栗
原
修
三

車
戸
城
二

黒
川
雅
之

黒
田
和
彦

桑
形 

幹

見
城
美
枝
子

小
泉
敏
博

小
泉
文
之

鯉
渕
要
三

郷 

正
明

河
野
好
伸

小
菊
健
司

輿
石
直
幸

小
島
哲
夫

小
島
将
志

兒
玉
謙
一
郎

小
玉
博
嗣

後
藤
春
彦

小
畑
晴
治

小
林
修
一

小
林
昌
一

小
林
進
治

小
林
紳
也

小
林
善
一

小
松 

壽

小
松
崎
通
敏

小
室
憲
生

近
藤
一
郎

齋
藤
繁
喜

斉
藤
民
樹

坂
本
周
一

佐
川
貴
康

佐
久
間
康
文

佐
々
木
裕
志

佐
々 

実

佐
藤
英
治

佐
藤 

滋

佐
藤
淳
也

佐
藤
立
美

佐
藤
光
宏

佐
藤
雄
二

佐
藤
能
成

佐
土
原
聡

佐
野
次
雄

澤
柳 

伸

椎
谷
清
志

重
村 

力

重
村
正
典

地
主
道
夫

篠
根
哲
典

柴
田
い
づ
み

柴
田
知
彦

柴
山
寿
仁

渋
谷
哲
生

島
津 

護

清
水
信
行

清
水 

博

下
田
濟
二
郎

下
村
憲
一

首
藤
亮
一

新
村
達
也

須
賀
和
子

菅
野
星
来

菅
家
靖
夫

菅
原
大
輔

菅
原
道
雄

菅
原
良
太

杉
村
憲
司

椙
山
健
治

杉
山
吉
信

鈴
木
啓
史

鈴
木
裕
幸

鈴
木
佑
妃

鈴
木 

裕

鈴
木
了
二

須
永 

修

鷲
見
和
重

住
田
悟
良

周
山
達
尊

関
根 

宏

世
良
耕
作

宗 

愼
治

宗
我 

昭

十
川
治
江

曽
根
伸
穂

染
谷
哲
行

堂
城
直
人

高
砂
正
弘

高
野
恭
輔

高
橋
可
奈

高
橋
俊
一

高
橋 

工

高
橋
信
之

高
橋
久
光

高
橋
泰
一

高
緑
一
行

多
川
勝
之

田
熊
隆
樹

竹
内 

俶

竹
内
淳
二

武
田 

勤

田
尻
哲
司

田
中
一
成

田
中
純
子

田
中
秀
樹

田
中
啓
文

田
中
隆
吉

谷
岸
淳
一

種
村
尚
之

田
淵
将
也

玉
村
光
平

田
村
直
久

田
村
正
美

田
村
幸
雄

丹
田
天
平

月
本
康
之

白 

俊
彦

都
築
充
雄

坪
井
浩
一

坪
内
幹
雄

寺
村 

彰

照
沼 

聡

富
樫 

亮

土
岐
昇
三

鴇
田 

隆

戸
塚
泰
宏

戸
沼
幸
市

富
川
信
一
郎

富
田
昌
広

富
塚
兆
弥

豊
川
士
朗

豊
田
博
康

中
江 

滋

長
雄
春
夫

中
川 

淳

中
川 

建

中
川
修
一

長
澤 

護

中
澤
泰
彦

中
島
秀
則

中
田
幸
男

中
西
隆
之

中
野
順
哉

長
野
泰
介

中
野
久
夫

長
野 

恒

永
橋 

進

仲
摩
和
雄

中
村 

勝

中
村
光
彦

中
村
義
幸

中
山
好
子

西
尾
啓
一

西
川
新
八
郎

西
原
康
之

西
村
富
夫

根
岸
英
子

根
橋
宏
次

野
口 

久

野
口
正
博

野
尻
武
彦

野
原
文
男

野
村
裕
司

野
呂
幸
一

橋
詰
尚
慶

橋
本
公
佑

橋
本
忠
篤

長
谷
川
誠

長
谷
山
勝
美

畑 

稔
行

波
多
野
進

花
堂
直
和

花
本
尚
樹

羽
田
正
沖

馬
場
璋
造

浜
田
明
彦

林 

昭
男

林 

賢
語

林 

泰
資

原 

篤
輔

原
田
都
木
子

原
田
善
榮

東
澤 

文

樋
口
久
吾

平
倉
章
二

平
野
忠
昭

平
野 

誠

平
野
正
男

平
山
武
志

蛭
川
哲
夫

比
留
間
基
晃

廣
兼
周
一

廣
木
邦
明

廣
田
裕
介

深
谷
俊
則

福
田
裕

福
田
陽
一

藤
岡
達
也

藤
津
則
雄

藤
野
隆
至

藤
村 

正

藤
山
邦
彦

古
谷
誠
章

保
科
義
和

細
川
博
史

細
野
晟
史

堀
川 

洌

本
多
圭
司

真
喜
志
卓

牧
村 

功

増
田
幸
宏

松
浦 

晋

松
尾
賢
治

松
岡
昭
吾

松
岡
泰
史

松
下
克
也

松
下
雅
宏

松
田
は
る
か

松
田
英
文

松
永 

巖

松
永
純
雄

松
永 

均

松
原
茂
高

松
原
知
三

松
本
真
樹

松
山
美
奈
夫

馬
淵
喜
全

間
宮
史
郎

丸
田
信
重

丸
山
昭
夫

丸
山
茂
生

丸
山 

浩

三
沢
亮
一

三
島
辰
雄

三
島
寿
紀

溝
口 

清

道
本
佳
明

三
原
宏
之

宮
川 

明

三
宅
俊
明

三
宅
博
史

宮
崎
昌
二

宮
嶋
誠
一

宮
田
哲
治

宮
本
仁
夫

向
井
隆
晃

武
藤
和
幸

武
藤 

清

村
井 

潔

村
井
謙
介

村
上
公
一

村
田
麟
太
郎

村
山
最
二
郎

森 

欣
貮

守 

英
雄

森
保
太
郎

森
園
安
男

森
田
瑞
葵

森
田
芳
憲

森
永
由
美

守
屋
繁
充

森
山
正
和

両
角
光
男

八
木
佐
千
子

矢
島
勇
夫

柳
沢
國
男

柳
澤
芳
夫

柳
田
崇
貴

山
口
広
嗣

山
口 

洵

山
崎
一
彦

山
崎
淳

山
田 

眞

山
田
宗
克

山
中
康
廣

山
本
靖
一
郎

杠 

一
義

横
河
鉄
彌

横
田
考
俊

横
田 

稔

横
山 

朋
之

吉
川 

由

吉
柴
幸
夫

吉
田
尚
夫

吉
田
襄

吉
田
六
左
エ
門

米
満
光
平

四
方
照
雄

若
松
孝
旺

渡
邊
章
亙

渡
辺 

明

渡
部
隆
夫

渡
辺 

務

渡
辺
仁
史

渡
辺
浩
文

和
智
信
二
郎

割
田
正
雄

二
〇
二
〇
年
度
会
費
＆
維
持
費
納
入
者（
五
〇
音
順
）
会
費
に
加
え
、
維
持
費
に
も
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
。

早
稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
応
援
コ
ン
ペ　
「
求

む
！
建
築
を
『
拡
張
』
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

早
稲
田
建
築
合
同
ク
ラ
ス
会
で
は
早
稲
田
建
築

の
卒
業
生
が
毎
年
集
ま
り
、
会
員
相
互
の
親
睦
を

図
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
り
従
来
の
よ
う
な
形
で
集
ま
る
こ
と
が
難

し
い
今
、
こ
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
合
同
ク

ラ
ス
会
の
あ
り
方
を
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
は
「
卒

業
生
が
母
校
・
後
輩
を
支
援
す
る
か
た
ち
」
で
す
。

　

１
１
０
年
を
超
え
る
歴
史
を
持
つ
稲
門
建
築

会
の
会
員
は
約
２
７
０
０
０
名（
故
人
を
含
む
）

を
数
え
、
建
築
分
野
の
み
な
ら
ず
各
界
で
活
躍

し
て
い
る
人
た
ち
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
し

て
現
役
学
生
を
含
め
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
多
く
の
人
た
ち
も
い
ま
す
。
こ
の
両
者

を
結
び
つ
け
、
卒
業
生
が
未
来
を
つ
く
る
人
材

を
「
早
稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
」
と
し
て
応
援

す
る
の
が
こ
の
コ
ン
ペ
企
画
で
す
。

募
集
内
容
：
従
来
の
建
築
の
概
念
に
縛
ら
れ
な

い
、「
建
築
」
を
拡
張
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

事
業
計
画
と
し
て
提
案
し
て
下
さ
い
。
最
優
秀

お
よ
び
優
秀
と
し
て
選
出
さ
れ
た
提
案
に
対
し

て
は
、
応
募
者
が
要
求
す
る
支
援
（
経
済
的
、

技
術
的
、
人
脈
的
な
ど
）
を
実
施
し
、
支
援
結

果
の
報
告
を
求
め
る
予
定
で
す
。

公
開
審
査
会
：
11
月
６
日
（
土
）　

会
場
：
西
早
稲

田
キ
ャ
ン
パ
ス
＆
オ
ン
ラ
イ
ン
（
詳
細
はh

ttps://

w
w

w
.arch

.w
aseda.ac.jp/w

a/5819

）

　

卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
は
是
非
こ
の
趣
旨
に
ご

賛
同
い
た
だ
き
支
援
を
、
ま
た
我
こ
そ
が
「
早

稲
田
建
築
み
ら
い
び
と
」
と
思
う
方
に
は
積
極

的
な
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

田
中
智
之
（
実
行
委
員
長
／
苗
Ｈ
06
・
院
Ｈ

08
・
博
Ｈ
11
）

2020年度決算報告書 自　2020年4月  1日
至　2021年3月31日

貸借対照表

収支計算書
●収入の部

資産の部
勘定科目
現　　金
振替貯金
普通預金
　みずほ銀行
　りそな銀行
　三井住友信託銀行
　三井住友銀行
定期預金
　みずほ銀行
　りそな銀行
　三井住友信託銀行
未収金
立替金
仮払金
生協出資金

合計

　

 

2,456,452 
997,412 
329,671 
6,452,010 

6,695,000 
10,000,000 
10,000,000 

　

金額 
848,322 

10,013,264 
10,235,545 

26,695,000 

0 
0 
0 

15,000 
47,807,131 

勘定科目

【会費及び入会金】
　年会費（正）
　年会費（協･個人）
　学生会費
　入会金（協）
　年会費（協・法人）
【維持費】
　維持費（正）
　維持費（協）
【寄附金】
　寄附金
【活動に伴う収入】
　広告収入
　名簿収入
　総会懇親会費
　新年会参加費
　OB仕事紹介出展費
　建築学会選挙経費
　その他活動収入
【資産から生じる収入】
　受取利息
【その他収入】
　雑収入
小計
【繰越金】
　前年度繰越金
収入合計

年予算 

11,725,000  

3,015,000 

0 

3,254,900 

2,300 

0 

17,997,200 
10,669,622 

  
28,666,822 

 

  
10,000,000 
15,000 

1,700,000 
0 

10,000 
 

3,000,000 
15,000 

0 

1,054,900 
0 
0 

210,000 
1,800,000 
90,000 
100,000 

2,300 

0 

10,669,622 

予算実績差額　　　

 
▲ 1,155,000

10,000
▲ 1,690,000

20,000
0

▲ 50,000
0

0

0
0
0

▲ 210,000
▲ 330,000

0
▲ 100,000

▲ 356

0

0

▲ 2,815,000

▲ 50,000

0

▲ 640,000

▲ 356

0

▲ 3,505,356
0
 

▲ 3,505,356

実績金額 

8,910,000 

2,965,000 

0 

2,614,900 

1,944 

0 

14,491,844 
10,669,622 

 
25,161,466 

  
8,845,000 
25,000 
10,000 
20,000 
10,000 

2,950,000 
15,000 

0 

1,054,900 
0 
0 
0 

1,470,000 
90,000 

0 

1,944 

0 

10,669,622 

勘定科目
【会　員】
　会員会議費
　名簿整備費
　OBによる仕事紹介
　会員委員会費
【広　報】
　早稲田建築ニュース発行費
　イヤーブック発行費
　ホームページ･メルマガ運営費
　広報委員会費
【事　業】
　見学会･セミナー開催費
　稲門建築ライブラリー
　事業関連整備費
　WAAアーカイブス
　事業委員会費
【総　務】
　総会開催費
　支部活動費
　　　支部活性化支援金
　学生補助金
　顕彰制度運用費

　
　学会選挙
　会費等納入促進費
　既刊行物調査・整備費
　総務委員会費
【活動運営費】
　会議費
　旅費交通費
　印刷費
　支払手数料
　周年事業準備金費用
　諸経費
活動費計①
事務費
PC環境整備費
通信費
交通費
慶弔慰費
消耗品費
雑費
事務費準備金費用
OA機器更新準備金費用
運営費計②

年予算 
1,750,000 

5,820,000 

980,000 

2,254,000 

1,542,000  

　
12,346,000 

  
5,385,000 
9,450,740 
27,181,740 

̶ 
̶ 
̶ 

  
400,000 
220,000 
1,100,000 
30,000 

3,600,000 
2,000,000 
150,000 
70,000 

300,000 
500,000 
50,000 
100,000 
30,000 

50,000 
700,000 
200,000 
900,000 
82,000 

182,000 
10,000 
100,000 
30,000 

200,000 
350,000 
300,000 
380,000 
300,000 
12,000 

　
4,500,000 
150,000 
100,000 
300,000 
50,000 
20,000 
20,000 
95,000 
150,000 

実績金額 
496,534 

5,688,621 

372,740 

1,417,265 

1,183,461 
 

　　
9,158,621 

  
5,390,009 
270,562 

14,819,192 
(327,348)
10,342,274 
25,161,466 

 
7,370 

260,682 
228,482 

0 

3,579,905 
2,023,928 
84,788 

0 

217,409 
0 
0 

155,331 
0 

54,294 
700,000 
100,000 
200,000 
70,576 

179,233 
50,048 
63,114 

0 

144,794 
6,120 

394,842 
325,705 
300,000 
12,000 

　
4,669,123 

0 
145,952 
268,082 
41,517 
11,449 
8,886 
95,000 
150,000 

予算実績差額　　　
 

392,630
△ 40,682
871,518
30,000

20,095
△ 23,928
65,212
70,000

82,591
500,000
50,000

△ 55,331
30,000

△ 4,294
0

100,000
700,000
11,424

2,767
△ 40,048
36,886
30,000

55,206
343,880
△ 94,842
54,295

0
0
　

△ 169,123
150,000
△ 45,952
31,918
8,483
8,551
11,114

0
0

1,253,466

131,379

607,260

836,735

358,539

　
3,187,379 

  
△ 5,009 
9,180,178 
12,362,548 

̶ 
̶ 
̶ 

●支出の部

活
動
費

運
営
費

決算収支差額
次年度繰越金

10,342,274   円 
10,342,274   円 

負債・積立金の部
勘定科目
未払金
預り金
前受金
　年会費（正）
　年会費（正）
　年会費（学）
　
事務費準備金 
OA機器更新準備金
積立金
特別積立金
　早稲田建築合同ｸﾗｽ会運営基金
　周年事業積立金
　支部活性化支援金
決算収支差額

合計

　

 

145,000 
25,000 

2,260,000 

6,844,482 
1,200,000 
100,000 

　

金額 
0 

20,000 
2,430,000 

532,500 
337,875 

26,000,000 
8,144,482 

10,342,274
 

単位：円

単位：円

単位：円

予備費計③

支出合計（①＋②＋③）

本年度収支差額

決算収支差額

合計

決算処分案

特別功労賞
 稲門建築会賞
  賞状関係

40,000  
32,000 
10,000

39,996  
30,580 

 0

4  
1,420 
10,000

  47,807,131



二
〇
二
一
年
度
稲
門
建
築
会
役
員
一
覧

訃
報

事
務
局
便
り

編
集
後
記

　

２
０
２
１
年
度
の
活
動
も
後
期
に
入
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ご
覧
に
な
り
ま
し

た
か
。
住
所
変
更
や
会
費
納
入
が
と
て
も
簡
単
に

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
会
員
か
ら

の
投
稿
も
し
易
く
な
る
よ
う
改
良
中
で
す
。
今
後

は
毎
月
配
信
す
る
メ
ル
マ
ガ
を
、
文
字
中
心
か
ら

画
像
を
多
く
取
り
入
れ
た
も
の
に
変
更
し
よ
う

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
皆
さ
ま
の
ア
ド

レ
ス
の
登
録
と
会
費
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

鴇
田 

隆
（
事
務
局
長
／
苗
Ｓ
48
）

N
ew

s o
f W

A
S

E
D

A
 A

rch
itectu

re  

N
o.112

２
０
２
1
年
10
月
15
日
発
行

発
行
者
＝
稲
門
建
築
会
会
長
：
亀
井
忠
夫

編
集
者
＝
稲
門
建
築
会
広
報
委
員
会

　
　
　
　
（
委
員
長
：
兒
玉
謙
一
郎
）

発
行
所
＝
稲
門
建
築
会

〒
１
６
９–

８
５
５
５

東
京
都
新
宿
区
大
久
保
３–

４–

１

早
稲
田
大
学
55
号
館
Ｓ
棟
４
０
２

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス

０
３–

３
２
０
８–

０
６
４
０

H
P

＝h
ttp

s://w
w

w
.tou

m
on

.arch
.

w
ased

a.ac.jp
/

E
m

ail

＝w
ap

@
tou

m
on

.arch
.

w
ased

a.ac.jp

制
作
＝
株
式
会
社
建
築
メ
デ
ィ
ア
研
究
所

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
デ
ザ
イ
ン
＝
岡
﨑
真
理
子

ⓒ
稲
門
建
築
会

左
記
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
っ
た
旨
、

事
務
局
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

２
０
２
1
年
3
月
1
日
〜
8
月
31
日
受
付
分

　

会
長
の
交
代
を
機
に
今
回
よ
り
タ
イ
ト

ル
部
分
を
少
し
改
善
し
、
巻
末
に
稲
門
建
築

会
の
紋
章
を
入
れ
、
皆
さ
ま
に
よ
り
多
く
情

報
を
届
け
る
た
め
に
報
告
の
数
を
少
し
増

や
し
ま
し
た
。
是
非
お
楽
し
み
下
さ
い
。

兒
玉
謙
一
郎
（
広
報
委
員
長
／
苗
Ｈ
02
）

会
長　
　
　

亀
井
忠
夫（
苗
Ｓ
52
）㈱
日
建
設
計
＊

副
会
長　
　

田
辺
新
一（
苗
Ｓ
57
）早
稲
田
大
学
＊

　
　
　
　
　

車
戸
城
二（
苗
Ｓ
54
）㈱
竹
中
工
務
店

　
　
　
　
　

杉
谷
文
彦（
苗
Ｓ
55
）㈱
梓
設
計
＊

総
務 

委
員
長	

齋
籐
俊
一
郎（
苗
Ｈ
02
）㈱
竹
中
工
務
店

副
委
員
長	

野
村
祐
造（
苗
Ｈ
03
）鹿
島
建
設
㈱

 

武
田
勤（
苗
Ｓ
57
）㈱
松
田
平
田
設
計	

理
事	

野
口
久（
苗
Ｈ
03
）国
土
交
通
省

 

粟
野
寿
朗（
芽
Ｈ
17
）山
芳
建
設
㈱

 

西
尾
薫
子（
苗
Ｈ
05
）㈱
大
林
組

 

小
室
正
章（
苗
Ｈ
04
）㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
＊

会
員 

委
員
長	

飯
岡
方
春（
苗
Ｓ
63
）㈱
梓
設
計

副
委
員
長	

小
谷
竜
士（
芽
Ｈ
14
）小
谷
建
築
設
計
㈱

 

後
藤
邦
彦（
苗
Ｈ
12
）東
京
電
力
エ
ナ
ジ
ー
パ
ー
ト
ナ
ー
㈱

 

堀
圭
吾（
苗
Ｓ
63
）大
成
建
設
㈱

 

依
田
晋
一
郎（
苗
Ｈ
02
）㈱
日
本
設
計

理
事	

渡
邊
大
志（
苗
Ｈ
15
）早
稲
田
大
学

 

斉
藤
貴
城（
苗
Ｈ
17
）積
水
ハ
ウ
ス
㈱

 

伊
藤
玲
央（
苗
Ｈ
15
）㈱
山
下
設
計

 

柳
清
隆（
苗
Ｈ
25
）東
京
建
物
㈱

 

大
西
宏
明（
苗
Ｈ
05
）清
水
建
設
㈱
＊

 

安
田
健
一（
苗
Ｓ
63
）㈱
三
菱
地
所
設
計
＊

 

添
田
貴
之（
苗
Ｈ
09
）㈱
添
田
建
築
ア
ト
リ
エ
＊

 

水
澤
明
人（
芽
Ｓ
63
）㈱
新
中
央
設
計
東
京
＊

学
生
理
事	

稲
葉
愛
永（
修
士
2
年
）田
辺
研
＊

 

藤
井
香
菜
子（
修
士
2
年
）田
辺
研
＊

事
業 

委
員
長	

浅
見
邦
一（
苗
Ｓ
62
）鹿
島
建
設
㈱

副
委
員
長	

石
川
修
次（
苗
Ｓ
62
）㈱
竹
中
工
務
店

 

三
宅
奈
美（
苗
Ｈ
01
）㈱
佐
藤
総
合
計
画

理
事	

海
老
原
靖
子（
苗
Ｈ
08
）㈱
久
米
設
計

 

井
深
誠（
苗
Ｓ
63
）大
成
建
設
㈱

 

神
田
篤
志（
苗
Ｈ
15
）㈱
日
建
設
計

 

堀
池
隆
弥（
苗
Ｈ
05
）㈱
大
林
組

 

牧
住
敏
幸（
苗
Ｈ
04
）清
水
建
設
㈱

 

篠
﨑
亮
平（
苗
Ｈ
12
）㈱
山
下
設
計

 

加
藤
詞
史（
苗
Ｈ
01
）㈱
加
藤
建
築
設
計
事
務
所

学
生
理
事	

中
尾
直
暉（
修
士
２
年
）吉
村
研

広
報 

委
員
長	

兒
玉
謙
一
郎（
苗
Ｈ
02
）㈱
久
米
設
計

副
委
員
長	

小
林
恵
吾（
苗
Ｈ
14
）早
稲
田
大
学

	

中
川
優
一（
苗
Ｈ
18
）㈱
日
本
設
計

理
事 

川
村
浩（
苗
Ｓ
63
）㈱
三
菱
地
所
設
計

 

廣
岡
勇
輝（
苗
Ｈ
19
）前
田
建
設
工
業
㈱

 

風
間
健（
苗
Ｈ
24
）鹿
島
建
設
㈱

 

濱
中
直
樹（
苗
Ｈ
04
）合
同
会
社
ハ
マ
ナ
カ
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
＊

 

多
賀
谷
匠（
芽
Ｈ
28
）㈱
村
松
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
＊

 

壹
岐
尚
史（
院
Ｈ
24
）前
田
建
設
工
業
㈱
＊

 

本
郷
太
郎（
苗
Ｈ
19
）㈱
日
建
設
計
＊

学
生
理
事	

上
田
留
理
子（
修
士
2
年
）小
林
研
＊

 

後
藤
佑
美（
修
士
2
年
）早
部
研
＊

事
務
局 

事
務
局
長	

鴇
田
隆（
苗
Ｓ
48
）稲
門
建
築
会

監
事 

	
	

金
子
寛
明（
苗
Ｓ
58
）新
菱
冷
熱
工
業
㈱

 

羽
田
正
沖（
苗
Ｈ
16
）戸
田
建
設
㈱

幹
事 

建
築
学
科	

万
長
城（
院
Ｈ
27
）早
稲
田
大
学
助
手

 

深
和
佑
太（
博
Ｒ
05
）早
稲
田
大
学
助
手
＊

芸
術
学
校 

西
川
日
満
里（
苗
Ｈ
21
）早
稲
田
大
学
芸
術
学
校
＊

合
同
ク
ラ
ス
会 

実
行
委
員
長	

田
中
智
之（
苗
Ｈ
06
）熊
本
大
学

一
一
〇
周
年
記
念
特
別
委
員
会 

実
行
委
員
長	
田
名
網
雅
人（
苗
Ｓ
55
）鹿
島
建
設
㈱

評
議
員
会 

会
長	

古
谷
誠
章（
苗
Ｓ
53
）早
稲
田
大
学

早
苗
会	

重
村
力（
苗
Ｓ
44
）㈱
い
る
か
設
計
集
団

 

清
水
和
彦（
苗
Ｓ
53
）三
機
工
業
㈱

 

田
名
網
雅
人（
苗
Ｓ
55
）鹿
島
建
設
㈱

 

賀
持
剛
一（
苗
Ｓ
58
）㈱
大
林
組

 

加
藤
永（
苗
Ｓ
58
）一
般
社
団
法
人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構

 

矢
口
則
彦（
苗
Ｓ
53
）大
成
建
設
㈱
＊

 

郡
公
子（
苗
Ｓ
54
）宇
都
宮
大
学 

名
誉
教
授
＊
 

鯵
坂
徹（
苗
Ｓ
56
）鹿
児
島
大
学
＊

 

輿
石
直
幸（
苗
Ｓ
63
）早
稲
田
大
学
＊

 

中
北
英
孝（
苗
Ｓ
60
）㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
＊

稲
芽
会 

萩
原
剛（
苗
Ｓ
58
）早
稲
田
大
学
芸
術
学
校

 

松
尾
宙（
芽
Ｈ
10
）一
級
建
築
士
事
務
所
ア
ン
ブ
レ
・
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

支
部	

生
田
昭
夫（
友
Ｓ
45
）堂
計
画
室

	

松
田
英
文（
苗
Ｓ
51
）り
ゅ
う
で
ん
㈱

支
部
長 

北
海
道 

染
谷
哲
行（
苗
Ｓ
48
）ア
ル
ク
ム
計
画
工
房

東
北 

菊
池
健
二（
苗
Ｈ
04
）東
北
電
力
㈱

信
越 

新
井
精
一（
苗
Ｓ
50
）千
広
建
設
㈱

北
陸 

篠
島
弘
男（
苗
Ｓ
54
）富
山
県
建
築
設
計
監
理
協
同
組
合

静
岡 

大
瀧
敬
久（
苗
Ｈ
19
）㈱
大
瀧
建
築
事
務
所

中
部 

松
田
英
文（
苗
Ｓ
51
）り
ゅ
う
で
ん
㈱

近
畿 

重
村
力（
苗
Ｓ
44
）㈱
い
る
か
設
計
集
団

中
国 

生
田
昭
夫（
友
Ｓ
45
）堂
計
画
室

四
国 

田
口
太
郎（
苗
Ｈ
11
）徳
島
大
学

九
州 

金
岡
伸
幸（
苗
Ｓ
37
）

＊
は
新
任
役
員

大
村
道
夫
（
苗
Ｓ
05
）　

逝
去
日
不
明

鹿
児
島
原
信
（
苗
Ｓ
24
）　

2017.11.18

藤
谷
光
弘
（
苗
Ｓ
25
）　

2020.6.8

平
田
正
夫
（
苗
Ｓ
26
）　

逝
去
日
不
明

谷 

龍
治
（
苗
Ｓ
26
）　

2019.7.28

月
岡 

淳
（
苗
Ｓ
26
）　

2021.3

月

寺
本
俊
彦
（
苗
Ｓ
27
）　

2021.5.3

佐
藤 

清
（
苗
Ｓ
28
）　

2018.1.4

須
田
節
男
（
苗
Ｓ
28
）　

2014.5.25

戸
田 

哲
（
苗
Ｓ
28
）　

2016.5.25

中
里
正
雄
（
苗
Ｓ
28
）　

2019.2.12

山
田
正
則
（
苗
Ｓ
28
）　

2021.4.13

藤
森
通
弘
（
苗
Ｓ
29
）　

2020.1.15

原
田
茂
世
（
苗
Ｓ
29
）　

2021.1.28

石
垣
祐
輔
（
苗
Ｓ
30
）　

2020

年

石
井 

洋
（
苗
Ｓ
32
）　

2021.3.21

小
山
田
善
次
郎
（
苗
Ｓ
32
）　

2021.1.8

藤
井 

安
（
苗
Ｓ
32
）　

2021.1.31

鶴
田
日
夫
（
苗
Ｓ
33
）　

2020.3.17

赤
星
晃
一
（
苗
Ｓ
33
）　

2019.10.25

井
上
昌
三
（
苗
Ｓ
33
）　

2019.9.20

工
藤
恒
男
（
苗
Ｓ
34
）　

2021

年
1
月

佐
藤
勝
也
（
苗
Ｓ
34
）　

2019.6.5

谷 

弘
志
（
苗
Ｓ
35
）　

2021.6.28

依
田
定
和
（
苗
Ｓ
35
）　

2021.1.3

黒
須
昌
秀
（
苗
Ｓ
36
）　

2020

年
末

嵐
田 

研
（
苗
Ｓ
37
）　

2020.12.1

飯
野 

丘
（
苗
Ｓ
37
）　

2020.10.9

木
元
剛
三
郎
（
苗
Ｓ
37
）　

逝
去
日
不
明

田
中
義
吉
（
苗
Ｓ
37
）　

2021.3.11

小
池
光
政
（
苗
Ｓ
38
）　

2020.1.5

村
松
映
一
（
苗
Ｓ
38
）　

2021.8.2

阿
部
光
成
（
苗
Ｓ
38
）　

2021.1.24

池
田 

斉
（
苗
Ｓ
39
）　

2021.2.9

笠
井
章
而
（
苗
Ｓ
39
）　

2020.9.28

坂
本 

登
（
苗
Ｓ
39
）　

2020.5.28

藤
井
松
雄
（
苗
Ｓ
39
）　

2020.9.18

横
川
二
郎
（
苗
Ｓ
39
）　

2021.4.19

秋
山
克
己
（
苗
Ｓ
40
）　

2021.3.28

片
岡
靖
夫
（
苗
Ｓ
40
）　

2018

年
9
月

東 

直
彦
（
苗
Ｓ
41
）　

2021.5.10

新
井
達
彦
（
苗
Ｓ
42
）　

2021.7.18

石
田 

宏
（
苗
Ｓ
42
）　

2021.3.26

東 

紘
宇
（
苗
Ｓ
42
）　

2019.11.11

永
田
康
彦
（
苗
Ｓ
44
）　

2020.12.3

島
本
昂
治
（
苗
Ｓ
45
）　

2021.4.29

高
橋
貞
次
（
苗
Ｓ
49
）　

2021.6.14

寺
島
和
彦
（
苗
Ｓ
49
）　

2021.8.5
湯
川
健
一
（
苗
Ｓ
52
）　

2009.11.11

主
な
会
務
の

報
告

〔
会
議
〕 

Ｗ
e
ｂ
開
催

20
年
度

■
第
4
回
理
事
会
…
4
／
16

21
年
度

■
春
の
大
会
（
通
常
総
会
・
特
別
講
演
・
懇
親
会
）

…
5
／
28

■
第
1
回
理
事
会
・
第
1
回
評
議
員
会
…
6
／
25

■
支
部
長
会
議
…
7
／
2

■
第
2
回
理
事
会
・
第
1
回
職
域
幹
事
会
…
9
／
10

〔
活
動
〕

■
大
学
・
大
学
院
学
位
授
与
式
（
大
内
会
長
出
席
）

…
3
／
26

■
芸
術
学
校
卒
業
式
（
亀
井
副
会
長
出
席
）
…
3
／
26

■
新
入
生
学
科
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
事
務
局
長
出
席
）

…
3
／
30

■
芸
術
学
校
入
学
式
（
車
戸
副
会
長
出
席
）
…
4
／
1

■
新
2
年
生
学
科
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
事
務
局
長
出

席
）
…
4
／
3

■
新
入
生
大
隈
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
大
内
会
長
出
席
）
…

4
／
15

■
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
の
発
行
…
４
、５
、６
、７
、９
月

号■
イ
ヤ
ー
ブ
ッ
ク
「
Ｗ
A
２
０
２
１
」
の
発
行
…
4

／
15

■
早
稲
田
建
築
ニ
ュ
ー
ス
１
１
１
号
の
発
行
…
4
／
15

■
共
創
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
演
習　

講
師
派
遣
…
4

／
12
、
19

二
〇
二
一
年
四
月
〜

志
村
浩
之
（
苗
Ｓ
62
）　

2021.1.21

大
石 

満
（
院
Ｓ
39
）　

2021.2.7

金
子
秀
市
（
友
Ｓ
15
）　

2019.4.30

橋
爪
弘
喜
（
友
Ｓ
31
）　

2020.5.24

斉
藤
新
平
（
友
Ｓ
32
）　

2020.3.3

杉
本 

勝
（
友
Ｓ
40
）　

2019.10.22

河
村
達
雄
（
工
Ｓ
23
）　

2017

年

近
藤
末
男
（
工
Ｓ
26
）　

2020.4.15

北
岡 

昭
（
甍
Ｓ
23
）　

2009.3.17

河
合 

清
（
甍
Ｓ
24
）　

逝
去
日
不
明

吉
澤
幸
夫
（
甍
Ｓ
24
）　

2020.5.21


